
 

 

貸切バスに装着義務化するドライブレコーダーに関する 

ワーキンググループの設置について 

 

１．設置の趣旨及び目的 

  平成２８年１月に発生したスキーバス事故を受けて設置された「軽井沢スキーバ

ス事故対策検討委員会」の中間整理（平成２８年３月２９日）において、貸切バス

の輸送の安全の確保のための「ハード面での安全対策の強化」の一つに、「ドライブ

レコーダーによる映像の記録・保存やその記録を活用した指導・監督を義務付ける

とともに、記録を活用した事故調査・分析を行う。」ことが盛り込まれたところ。 

現行制度において、貸切バス事業者に対し、運行記録計により瞬間速度、運行距

離及び運行時間を記録・保存することを義務付けているところであるが、本中間整

理に基づき、今後は、ドライブレコーダーによる記録・保存及びその記録を活用し

た指導・監督についても義務付けることとなる。 

  このため、「次世代運行管理・支援システムについての検討会」（以下「検討会」

という。）の下に「貸切バスに装着義務化するドライブレコーダーに関するワーキ

ンググループ」（以下「ＷＧ」という。）を設置し、ドライブレコーダーの性能要件

について検討を行う。 

 

２．検討事項 

（１）ドライブレコーダーによる記録映像等を活用した指導・監督の実施の観点から、

記録・保存が求められる情報 

（２）事故原因究明の観点から、記録・保存が求められる情報 

（３）（１）及び（２）を踏まえたドライブレコーダーの性能要件案 

 

３．スケジュール 

  ＷＧを数回程度開催し、ドライブレコーダーの性能要件案を検討。秋までに検討

会においてドライブレコーダーの性能要件案をとりまとめる予定。 

資料１ 



ドライブレコーダーによる映像の記録・保存等の義務化に向けた検討体制

【中間整理（平成２８年３月２９日）（抜粋）】
１．速やかに講ずべき事項
（１）事業参入後の安全確保についてのチェックの強化
（２）旅行業者を含めた安全確保のための対策の強化
（３）運転者の運転技術等のチェックの強化
（４）ハード面での安全対策の強化
①ドライブレコーダーによる映像の記録・保存等の義務化
■貸切バスにドライブレコーダーによる映像の記録・保存を義務化。
■貸切バスにドライブレコーダーの記録を活用したドライバーへの指導・監督の義務化。

②～⑦（略）
２．今後具体化を図るべき事項
３．引き続き検討すべき事項

ドライブレコーダーを活
用した指導・監督の内容
の検討結果を提供

《軽井沢スキーバス事故対策検討委員会》

貸切バスに義務付けるド
ライブレコーダーの性能
要件に関する検討結果を
提供

連携

《次世代運行管理・支援システムについての検討会》 《自動車運送事業に係る交通事故対策検討会》

■ドライブレコーダーによる映像を活用した指導・ 監督
の実施の観点から、記録・保存が求められる情報
■事故原因究明の観点から、記録・保存が求められ
る情報

■ドライブレコーダーの性能要件案

《貸切バスに装着義務化するドライブレコーダーに
関するワーキンググループ》

《貸切バス運転者に対して行う指導及び監督の
改正検討ワーキンググループ》

■ドライブレコーダーの記録を活用したドライバーへ
の指導・監督の内容を検討

WG設置・具体的な検討 WG設置・具体的な検討



貸切バスに装着義務化するドライブレコーダーに関するWGのスケジュール（案）

本日
次回以降のWG
（6月下旬～）

平成28年
夏～年末

次世代運行管理・支
援システムについて
の検討会

WG内の主な議題

WG外の作業

【参考】

○ドライブレコーダーによる映像を活用した
指導・監督の実施の観点から、記録・保
存が求められる情報
○事故原因究明の観点から、記録・保存が
求められる情報

○ドライブレコーダーの性能要件案

○ドライブレコーダーの性
能要件案の策定

《貸切バス運転者に対して行う指導及び監督の改正検討WG》
○初任運転者等に対する指導・監督の見直しを検討

《自動車運送事業
に係る交通事故対
策検討会》
○指導・監督の見
直し内容のとり
まとめ

○ドライブレコーダーの義務化に関する関連法令等の改正

○ドライブレコーダーの性
能要件案のとりまとめ


